
　大
手
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
2
年
連
続

で
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
に
輝
い
た
伏
見
稲
荷
大
社
。

最
近
で
は
、
参
拝
客
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
か
ら

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
元
の
商
店
街
と
し
て
、
お
客
様
を
気
持
ち
良
く

お
迎
え
し
た
い
」と
大
谷
さ
ん
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

稲
荷
繁
栄
会
が
中
心
と
な
っ
て
観
光
客
向
け
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
伏
見
稲
荷
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
伏
見
稲
荷
大
社
や
商
店
街
の
情
報

発
信
は
も
ち
ろ
ん
、「
伏
見
稲
荷
を
食
べ
歩
こ
う
！

ル
ー
ト
」「
歴
史
探
訪
ル
ー
ト
」
な
ど
、
初
め
て
訪

れ
た
人
で
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
観
光

コ
ー
ス
を
日
、
英
、
中
国
の
3
ヶ
国
語
で
紹
介
。
最

寄
駅
か
ら
伏
見
稲
荷
大
社
の
境
内
ま
で
広
く
カ
バ
ー

す
る
無
料
の
W
i
F
i
で
、
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　今
年
度
は
、
手
荷
物
な
ど
の
一
時
預
か
り
に
対

応
す
る
「
i
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
商
店
街
の
中
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
階
段
が
多
い
伏
見
稲
荷
大
社
を

手
ぶ
ら
で
回
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
、

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど
重
い
荷
物
を
抱
え
た
外
国
人
観

光
客
に
は
特
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

商
店
街
の
お
勧
め
商
品
を
展
示
・
販
売
し
た
り
、

通
訳
ガ
イ
ド
付
き
の
京
都
観
光
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

り
と
、「
i
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
地
域
交
流
の
拠
点
に

育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
に
こ
や
か
に
笑
う
大
谷

さ
ん
。
お
稲
荷
さ
ん
の
お
膝
元
で
始
ま
る
お
も
て
な
し

は
今
、
国
や
言
葉
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

稲荷繁栄会
代 表 者／久安 康雄
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参与 大谷 英之さん

　数年前から京商のセミナー等に参加し、

商店街や各個店のおもてなし意識向上に努

めてきました。団体で訪れる外国人観光客

のマナーの問題がしばしば指摘されますが、

日本人にとっては当たり前のことでも、外国

人にとってはそうでないことも少なくありま

せん。仕方がないと諦めるのではなく、ま

ずは私たちが文化や習慣の違いを
しっかりと理解することが大切では
ないでしょうか。

　たくさんのお客様にお越しいただくと、おも

てなしの心を忘れて、慌ただしく接客してし

まうかもしれません。多くの人が訪れるから

と言って満足するのではなく、地域と観
光客が心地良く過ごせるような取
り組みを考え提供していくことが
重要だと考えています。そうすることで、その
土地、その店のファンが増え、リピーターの

確保につながっていくのだと思います。
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甘く広がる珠玉の味
わい

「京のべっぴん甘恋
トマト」

中村農園販 路 開 拓
５４人の経営支援

員は地域の小規模
・中小企業の

経営改善と持続的
発展に向け、支援

を行っています。

経営者とのコミュ
ニケーションを

しっかりと取りな
がら、

課題の解決とさら
なる発展に向けた

支援活動を展開中
。

しっかり応援
プロジェクト

27年1月  商工会議所との出会い
　味にこだわり、何度も改良を重ね、ようやく納得のいくトマトができ、
多くの人に届けたいと考えていましたが、生産農家の私たちには、“売
る”ためのノウハウやネットワークがありませんでした。商工会議所の
存在を知り、相談したところ「京のイチ押し商品売り込み商談会」への参
加を勧められました。商談会では、なかなか直接交渉することが難しい
大手流通バイヤー数社と意見交換ができ、青果物であるトマトとトマト
の加工品を一体的に提供することによって、当社のブランド価値を高め
ていくという“売り方”のコンセプトを明確に定めることができました。

人のつながりが拡大
　その後、27年 11月には、より大きな市場を目指して、商工会議所
などが主催する東京での展示商談会「京都知恵産業フェア」に出展し
ました。B to B の商談会には、“新しい京都”を求めるバイヤーが集
まる中、これまでの経験を生かして開発した「トマトだし」や「トマト茶」
に注目が集まりました。また、首都圏での顧客開拓という同じ目的を
持った他の出展者との交流も生まれ、取引先を紹介いただいたり、新
たな商品開発の問合せを受けるなど商機が広がり、出展によって貴重
な繋がりを得ることができました。

加工品の魅力を発信
　ほかにも、商工会議所の助言を得て、補助金を活用してオンライン
ショップを開設し、個人向けの販売にも取り組んでいます。また、ホー
ムページでは、当社のトマトへのこだわりやおいしさに加え、トマトだ
しやパスタソースなど加工品を美味しく味わっていただくレシピも公開
し、消費者への魅力発信にも力を入れています。

企 業 概 要

中村農園
代表者／中村 尚司
住　所／京都市右京区嵯峨野高田町19
TEL ／ 075-406-7058
URL ／ http://www.nakamura-f.net/

　商工会議所が主催する商談会には積極的に参加す
るようにしています。たとえ直接的な取引につながら
なくても、バイヤーのちょっとした一言が今後のビジ
ネスのヒントになることも少なくありません。最近で
は、新聞やテレビに取り上げられる機会も増え、地域
の人たちもたくさん訪れてくれるようになりました。

担当支援員より

果肉がギュッと詰まっ
た

濃厚トマトと、お客様
を

大切に想い、家族一丸
と

なって取り組む姿勢
が、

マスコミの注目を集
め、

また多くのお客様を
魅

了し、中村農園のファ
ン

急増中です。引き続
き

ファンづくりのお手伝
い

ができればと思います
。

　独自の樽栽培で育てた、甘みたっぷりの「京のべっぴん
甘恋トマト」が人気。また、トマトのうま味成分を凝縮したト
マトだしやトマト茶、市場に出回らない青い実を使ったトマト
ジャムなどユニークな加工品を提供する。週末のみオープン
するカフェ「Seed House」では一日一組限定のトマトランチ
が堪能できる。

セールスリーダーの中村 仁美さん
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